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国家公務員倫理法第６条第１項、第７条第１項及び第８条第１項に規定する

各種報告書の処理要領について（通達）

標記について、下記のとおり要領を定め、平成１９年９月１日から施行することとされ

たので、遺漏なきよう措置されたい。

記

１ 自衛隊員以外の職員に係る各種報告書の提出要領

(1) 自衛隊員以外の職員は、当該職員を任務の対象とする倫理管理官（地方協力局労務

管理課に属する職員（課長を除く。）にあっては、分任倫理管理官）へ、各種報告書

をそれぞれの提出期限までに提出するものとする。

(2) 各種報告書の様式は、別記様式第１から別記様式第４までのとおりとする。

２ 提出を受けた各種報告書の送付要領

自衛隊員以外の職員から各種報告書の提出を受けた分任倫理管理官は、それぞれの提

出期限の翌日から起算して１０日以内に当該各種報告書を倫理管理官へ送付するものと

する。

自衛隊員以外の職員又は分任倫理管理官から各種報告書の提出又は送付を受けた倫理

管理官は、それぞれの提出期限の翌日から起算して２０日以内に当該各種報告書を総括

倫理管理官へ送付するものとする。

総括倫理管理官は、それぞれの提出期限の翌日から起算して３０日以内に当該各種報

告書（贈与等報告書については、指定職以上の職員に係るものに限り、かつ、国家公務

員倫理法第９条第２項ただし書に規定する事項に係る部分を除く。）の写しを国家公務

員倫理審査会に送付するものとする。

総括倫理管理官は、送付を受けた各種報告書について、倫理監督官に報告するものと

する。

３ 各種報告書の取扱い



倫理管理官及び分任倫理管理官は、各種報告書が個人に関する情報を含んでいること

にかんがみ、その取扱いについて細心の注意を払わなければならない。

総括倫理管理官は、提出又は送付を受けた各種報告書を、人事教育局服務管理官にお

いて保存させるものとする。

添付書類：別記様式第１～別記様式第４

写送付先：施設等機関の長
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